[image: image1.jpg]!

' :J_»T.ﬁl? U.U.Ufﬂ: ._311!‘










1.　 MONKEY MAGIC 2006         
 作詞：奈良橋陽子　作曲：タケカワユキヒデ
2.  START SINGING AGAIN
         作詞・作曲：タケカワユキヒデ
3.  HANGSANG SARANG HYEYO　　 作詞・作曲：ミッキー吉野
4.  MONKEY MAGIC 2006（Backing Track）　　　　　　　　　

Produced by GODIEGO

Music Arranged & Directed by ミッキー吉野

「MONKEY MAGIC 2006」 タイアップ情報　
日本テレビ「汐留☆イベント部」 ５月エンディングテーマ　/ NTV系９局ネット「ツボ屋与兵衛」エンディングテーマ
1999年に復活を果たしたGODIEGOがオリジナルメンバーで再結成。オリジナルメンバーから新しい世代への架け橋となるべく

GODIEGOプロジェクトとして大復活！レコーディングでは、オリジナルメンバーが久々の再開を果たし順調にレコーディング中。

5/4には奈良の東大寺で復活LIVEも決定！３０年というアニバーサリーイヤーの今年は本格的に活動してゆきます。

＜INFORMATION＞
ユニバーサルJ TEL:03-6406-3036 / ダイヤモンドヘッドTEL:03-5549-4644
21世紀型GODIEGOの新たなる“創世記”が始まる。

　「モンキーマジック」「ガンダーラ」「銀河鉄道999」等、数多くのヒット曲で一世を風靡した伝説のグループ＜ゴダイゴ＞が、2006年5月、ミッキー吉野、タケカワユキヒデ、スティーヴ・フォックス、浅野孝己、トミー・スナイダーという全盛期のオリジナル・メンバーで復活する。彼らは７年前の1999年に“期間限定”での再結成を果たしているが、今回は“限定”のない本格的な復活であり、かつて日本の音楽シーンの革新集団だった彼らが、デビュー30周年という記念すべき年を迎えて、さらなる進化を遂げようというもの。まさに21世紀の現在に最新型GODIEGOが産声を上げたのである。

復活GODIEGOプロジェクトの第1弾は、5月4日に東大寺・大仏殿前庭にて行われる『轟き』と題されたコンサートで、これは、ユネスコ憲章発効60周年を記念して日本の世界遺産登録地でコンサートや演劇を開催する『世

界遺産劇場』の一環で行なわれるものだ。「ガンダーラ」というヒット曲を持ち、日本からアジアを経て、中近東、欧米に至るシルクロードの旅を体験。ネパールや中国でコンサートを行なった世界初のロック・バンドでもあるゴダイゴが、シルクロードの東の終着駅とも言える東大寺で演奏するという、至上のコラボレーションがここに実現するのである。

続いて5月17日には、７年ぶりのシングル｢MONKEY MAGIC 2006」がリリースされる。タイトル・ナンバーは、ゴダイゴが音楽を担当した78年の人気ＴＶドラマ『西遊記』の主題歌「モンキー・マジック」のセルフ・リメイク。もともとファンキーでソウルフルなムードを持つこの曲を、ヒップホップやハウス、テクノを通過した2006年という時代性を際立たせてヴァージョン・アップしたものである。　

奇しくも今年は同ドラマが新たなキャストによりリメイクされ、平均視聴率20％を超える大ヒットを記録。その主題歌「Around The World」を歌っているのは、英国をはじめ海外でも放映された78年版『西遊記』を観て以来、ゴダイゴの音楽に魅了されたというカナダ人ふたりと日本人ふたりによるグループ、その名もMONKEY MAJIK（モンキー・マジック！）。ゴダイゴ結成30周年という年に、彼らをリスペクトする新しい世代のグループが、『西遊記』つながりで台頭してくるというのも、なんとも因縁めいた話である。

 「MONKEY MAGIC 2006」とカップリングされる新曲にも注目したい。韓国語で“I Love You”を意味する“Sarang Hyeyo”というフレーズが印象的なミッキー吉野作の「HANGSANG SARANG HYEYO」。韓国語詞で歌われる甘く切ないバラードだが、70年代からアジアへの強い関心を作品に昇華していった彼らが、初めて近くて遠かった隣国をモチーフにした作品でもある。以前は政治状況の壁に阻まれ不可能だった日韓の音楽交流も、“韓流ブーム”という社会現象を引き起こすまでに両国文化が接近した現在ならば難しいことではない。そういった意味でこの曲は、かつてシルクロードを旅したゴダイゴが、韓国をも視野に入れたアジアでの活動に再度チャレンジするという“宣言”なのかもしれない。

そしてもう１曲、タケカワユキヒデ作の「START SINGING AGAIN」。“知らないうちに何年も経ってしまったけれど後悔はない”“今は初めてのステージ思い出してSTART SINGING AGAIN”と歌われるこの作品は、自らの青春を照らし出しながら、もう一度輝いていこうという、社会の中枢にいる40〜50代世代へエールを送る応援歌でもある。若者偏重の歌が氾濫する現在の音楽シーンへのゴダイゴからのメッセージとも受け取れそうだ。

これらのメニュー以外にもこの夏からはイベントやツアーなどが予定されており、前回再結成時以来のニューアルバムもリリース予定。これには、ゴダイゴと旧縁のゲストや、若い世代のアーティストたちの参加も予定されているという。さらに様々なプランが用意されている復活GODIEGOプロジェクト。デビュー・アルバム『新創世記』から30年、復活GODIEGOが21世紀に描く、新たなる“創世記”がどんなものになるのか、とても楽しみだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村俊夫・市川清師（Rock Steady Organization）

Member Profile

ミッキー吉野（keyboards & vocals）
1951年12月13日、神奈川県横浜市出身。3歳からピアノを習い、中学時代からバンド活動を開始。68年～70年にかけて“ザ・ゴールデン・カップス”で活躍する。71年から米国バークリー音楽大学に留学。74年に帰国後はミッキー吉野グループを結成し、寺尾聡、中村雅俊、タケカワユキヒデなどの音楽監督をつとめた。76年、タケカワユキヒデと共にゴダイゴを結成し、リーダーとして活躍する。ゴダイゴ活動休止後は後進の指導にあたる一方、音楽プロデュース、コンサート・プロデュース、ＣＭ音楽、映画音楽など精力的な活動を展開。最近では映画『スウィングガールズ』（04年）において日本アカデミー賞最優秀音楽賞、日本レコード大賞企画賞を受賞している。
タケカワユキヒデ（vocals）
1952年10月22日、埼玉県さいたま市出身。東京外語大在学中の75年、全曲英語詞のアルバム『走り去るロマン』でソロ・アーティストとしてデビュー後、当時から活動を共にしていたミッキー吉野とゴダイゴを結成。「ガンダーラ」「ビューティフル・ネーム」「銀河鉄道999」等、ゴダイゴ・ナンバーのほとんどの作曲を手がけた。ゴダイゴ以後は、中森明菜、松田聖子、光GENJIなどアイドルにも数多くの作品を提供。自身もソロ活動を展開し、アルバム『予感』（90年）、『ファンタジア』（93年）、『ガンダーラ伝説』（94年）の他、愛娘ふたり（T’s COMPANY）とのジョイントで「ねぇマザーテレサ」（99年）、「ハグしよう」（00年）といった作品も発表している。現在は、音楽活動以外にも、コメンテイター、講演、司会、マンガ評論など幅広い分野で活躍中。
浅野孝己（guitars）
1951年6月1日、東京都豊島区出身。伝説のロック・バンド“イエロー”の前身である“Ｍ”のオリジナル・メンバーとして活躍。Ｍ解散後、“チャコとヘルス・エンジェル”、ミッキー吉野グループを経てゴダイゴ結成。ゴダイゴではギターのみならず、アルバム・ジャケットなど数々のアート・ワークや楽器の開発も手がけている。ゴダイゴ活動休止以後は、ゲーム・ミュージックの分野にも進出。86年、東京コミュニケーションアート専門学校の副校長に就任し、90年にはミューコーポレーションを設立。93年からは岡本真夜のプロデュースを手がけ、オリコンNo.1ヒットを記録するなど、着実な成果を残している。また、ギターインストルメンタルユニット“TAGC”やスティーヴ・フォックス等とのユニット“Ｔ.Ｐ.Ｏ”、自ら発掘した男性ユニット“Gum2”とのライヴ活動も精力的に行なっている。
スティーヴ・フォックス（bass & vocals）
1953年10月３日、宮城県仙台市出身。父はアメリカ人、母は日本人。横浜のアメリカン・スクール在学中にミッキー吉野と知りあい、71年にミッキーと“サンライズ”を結成。バークリー音楽学院在学中には、ミッキーと共に地元の“フレッシュ＆ブラッド”というバンドで活動した。帰国後、ミッキー吉野グループを経てゴダイゴを結成。ゴダイゴではベースだけではなく、ＰＡやミックスなどエンジニアリング面でも活躍した。ゴダイゴ全盛期の80年に脱退後は、ハワイと日本でキリスト教の宣教師として、布教とボランティア活動を開始。教会の仲間たちとゴスペル・グループを結成し、少年院の慰問の他、数作のＣＤも制作している。98年には、浅野孝己たちと共に“Ｔ.Ｐ.Ｏ”というユニットを結成する。現在は京都の北山ル・アンジェ教会において牧師の仕事の傍ら音楽活動をバランス良く展開している。

トミー・スナイダー（drums, percussion & vocals）
1952年12月20日、米国マサチューセッツ州出身。ミュージシャンだった父親の影響を受けて7歳よりドラムを始める。77年、ゴダイゴに参加するために来日。ゴダイゴと並行して、ソロ活動も精力的に行い80年にはソロ・アルバム『There Comes A Time』を発表。ＣＭ音楽の分野でも才能を発揮しアルバム『Commercial Life』を86年に発表した。ゴダイゴ以降はパリを拠点にアーティスト＆プロデューサーとして活躍。『Take A Look』（90年）、『Hearts On Fire』（92年）、『Snyder’s Market』（98年）等のアルバムをリリースした他、“HAYAMA”というレーベルを運営している。最近では、サンリオの英語教育本『シナモンと英語であそぼ』のプロデュース、映画『下妻物語』のサウンドトラック仏語詞曲のヴォーカル・プロデュース等を手がけている。
Discography

1976
4月1日

デビュー・シングル「僕のサラダガール」

1976
7月25日
1stアルバム『新創世紀』


1977
5月1日

シングル「シンフォニカ」




9月1日

シングル「君は恋のチェリー」


　秋

シングル「水滸伝のテーマ(Water Margin)」英国でリリース。全英チャート37位にランク。


11月1日
アルバム『デッド・エンド』


12月10日
シングル「ミラージュのテーマ」


1978
1月25日
アルバム『ＣＭソング・グラフィティ』


3月3日

アルバム『新創世紀』英国・欧州でリリース。


10月1日
シングル「ガンダーラ」


10月25日 
アルバム『西遊記』


12月25日
シングル「モンキー・マジック」


1979
１月

「ビューティフル・ネーム」国際児童年キャンペーン・ソングとしてＮＨＫで放送。


3月21日
全国43ヶ所を廻る『セレブレイション・ツアー』スタート。


4月1日

シングル「ビューティフル・ネーム」


5月1日

タケカワ・ユキヒデのソロ・シングル「ハピネス」


6月1日

シングル「はるかな旅へ」


6月25日
アルバム『OUR DECADE』


7月1日

シングル「銀河鉄道999」


10月1日
シングル「ホーリー＆ブライト」


10月25日
ライヴ・アルバム『マジック・カプセル』



10月27日
映画『マジック・カプセル』公開。



12月19日
初の武道館単独コンサート


12月31日
ＮＨＫ『紅白歌合戦』出演。

1980
１月

シングル「ガンダーラ」英国･欧州でリリース。全英チャート56位にランク。



2月7日

カトマンズのネパール王立競技場で６万人の観客を集めコンサート。


2月10日
シングル「リターン・トゥ・アフリカ」


2月16日
タンザニアで20世紀最後の皆既日食を体験。ＴＶ収録。


3月19日
神戸『ポートピア記念式典』出演。


3月21日
インド、トルコ、ニューヨークを廻るツアーに出発。




スティーヴ・フォックス脱退。



5月1日

シングル「ポートピア」


８月

新ベーシストとして吉沢洋治が加入。


9月1日

シングル「カトマンズ」


10月1日
アルバム『KATHMANDU』


10月22・23日 
中国・天津で開催された『第１回中日友好音楽祭』出演。


12月25日 
ライヴ・アルバム『中国后醍醐』

1981
1月1日

シングル「ナマステ」



9月1日

アルバム『Ｍ.Ｏ.Ｒ』



10月1日
シングル「愛の３イヤーズ」

1982
1月1日

シングル「ザ・サンライズ」




2月1日

シングル「魔法のあかり」


6月1日

アルバム『ＣＭソング・グラフィティVol.2』

1983
9月1日

シングル「キャリー・ラヴ」

1984
1月21日
アルバム『Flower』


9月21日
ライヴ・アルバム『平和組曲』


11月21日
アルバム『ONE DIMENSION MAN』

1985
　春

活動休止宣言


4月21日
新宿厚生年金会館でのステージを最後に活動休止。

1999
10月

ゴダイゴ復活（３カ月限定）


10月21日
復活第１弾アルバム『Godiego What A Beatiful Name』


11月5日
シングル「JAVA WA JAVA」


11月19日
全国12ヶ所を廻る『New Beat Tour』スタート。


2006
  春

ゴダイゴ再結成


MONKEY MAGIC 2006

作詞：奈良橋陽子　作曲：タケカワユキヒデ 

Born from an egg on a mountain top

The punkiest monkey that ever popped

He knew ever magic trick under the sun

To tease the Gods

And everyone and have some fun

Monkey magic, Monkey magic, Monkey magic, Monkey magic 

Monkey magic, Monkey magic, Monkey magic
What a cocky saucy monkey this one is

All the Gods were angered

And they punished him

Until he was saved by a kindly priest

And that was the start

Of their pilgrimage west

Monkey magic, Monkey magic, Monkey magic, Monkey magic

Monkey magic, Monkey magic, Monkey magic

With a little bit of monkey magic

You’ll see fireworks tonight

With a little bit of monkey magic

Everything will be all right

Born from an egg on a mountain top

The punkiest monkey that ever popped

He knew ever magic trick under the sun

To tease the Gods

And everyone and have some fun

Monkey magic, Monkey magic, Monkey magic, Monkey magic

Monkey magic, Monkey magic, Monkey magic 

START SINGING AGAIN
作詞・作曲　タケカワユキヒデ 

ここまでやってきて
悲しい時とか
疲れた時も
一度じゃないね
そんな時いつでも
思い出すのは
みんなの笑顔
輝くひかり
※ So let me start singing again

　　Oh start singing again

　　別に、いままでもやめていたわけじゃないけれど
　So let me start singing again

　　Oh start singing again

　　今は、初めてのステージ思い出して
　　Start singing again

知らないうちにもう
何年も経って
しまったけれど
後悔はない
めまぐるしい日々に
身を任せて来て
少し休みが
ほしくなったけど
※ Repeat

Oh こんなにも
Oh わきあがる
Oh ときめいた
Oh この気持ち
Oh

※ Repeat×2

HANGSANG SARANG HYEYO
作詞・作曲：ミッキー吉野

Hangsang Sarang Hyeyo, Youngwonhi

Neoreul Sarang Hyeyo, Youngwonhi

Eoje, Oneul, Naeil

I want you, I need you, I love you

Hangsang Sarang Hyeyo, Youngwonhi

Neoreul Sarang Hyeyo, Youngwonhi
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